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明治２（1869）年より開拓が進められてきた北海道では、第二期拓殖計画（1927～1946）の政策とし
て、開拓地に「拓殖産婆」が配置されたことが史実に残っているが、詳細は不明であった。本研究は、
拓殖産婆の制度、配置の背景、活動内容を明らかにすることを目的とし、北海道庁統計資料、北海道内
全市町村の市町村史、北海道庁広報などの資料を調査した。 
その結果、拓殖産婆として申請できるのは正規の資格を有した産婆であり、産婆不足の開拓地の首長
が道に申請し、任命を受けた産婆が年額 500円以内の補助金交付を受けて開拓地での助産業務に従事し
ていたことが明らかになった。また、拓殖産婆は道路の整備されていない僻地に配置され、担当する広
大な地域を徒歩や馬で移動していたこと、開拓地の移民の暮らしは貧しく分娩料が支払われないことが
多々あったこと、出産環境の改善と衛生的な出産介助に尽力していたことが明らかになった。 
 
 The Japanese Government has been developing Hokkaido since 1869. There is a historical record 
of Takusyoku Sanba ("settlement midwives") being assigned to cleared land pursuant to the policies 
of the Second Settlement Plan (1927-1946), but the details of such assignments are unclear. The 
current study sought to clarify the Takusyoku Sanba system, the background for the provision of 
midwives, and what those midwives did. For this purpose, -statistical data from Hokkaido's central 
government, histories of cities, towns, and villages throughout Hokkaido-; bulletins from the 
Hokkaido Agency; etc.; were studied. 
 Results revealed that midwives with national qualifications were eligible to apply to be 
Takusyoku Sanba. A head of a cleared area with a lack of midwives would apply to the Agency, and 
midwives who accepted the post would receive a grant of up to 500 yen a year to serve as a midwife 
in that area. Takusyoku Sanba were assigned to remote locations without roads. They walked or 
traveled by horse to assist women in the vast area they covered, and they often received no payment 
for their services from the poor settlers they assisted. These midwives strived to improve the 
situation of antenatal and post-partum care, and to provide a hygienic environment for delivery.  
 
 
キーワード：Takusyoku Sanba（拓殖産婆） 
Hokkaido（北海道） 
The history of the midwifery(助産の歴史) 
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Ⅰ．緒言 
助産師の活動はその時代背景に深く関連する。 
助産師の歴史は古く、「産婆」の名称は江戸時代
から使用され、その名称は昭和 17（1942）年の国
民医療法の制定により「助産婦」、平成 13（2001）
年保健師助産師看護師法の一部改正に伴い「助産
師」へと変化を遂げてきた。 
日本の助産師職の本格的な発展は明治時代に端
を発している。明治元（1868）年、太政官布達に
より、人口政策に関する通達で初めて産婆の名称
が用いられた１）。明治７（1874）年には医制が東
京、京都、大阪の三府を対象として発布され、第
50 条から第 52 条に産婆に関する三箇条が条文化
された２）。これにより、産婆は免状制になり、職
務範囲が定められた。次いで、各道府県にほぼ同
じ内容の産婆取締りの規則が公布され、北海道に
おいては明治 16（1883）年に函館県で産婆規則、
札幌県で産婆営業取締規則が制定された３）。明治
32（1899）年には、地方ごとに制定されていた産
婆の各種規則を全国的に統一するため、産婆規則
が制定、施行された。産婆規則の制定、施行によ
り、初めて専門職として産婆の制度が確立したこ
とになる。また、北海道における産婆教育への対
応は全国的にも早く、明治 11（1878）年には札幌
の病院において「産婆教授所仮規則」が定められ、
産婆教育に着手した記録が残されている。 
北海道は明治２（1869）年以降、国の施策とし
て開拓使が置かれ開拓移住政策が進められ、各地
域に移住した人々によって村落が形成されていっ
た。また、開拓地では、第一期拓殖計画時代（1910
～1926）に拓殖医の配置が進められ、第二期拓殖
計画時代（1927～1946）には拓殖産婆を配置する
医療政策がとられた。 
開拓初期の北海道は、産婆不足の中で子どもを
産み育てる状況下にあった４)。そのため、介助者
がないまま産婦自身が一人で産むか、近所の主婦
または村内の出産介助経験者に頼るほかはなく、
母子の生命が危険にさらされる機会が少なかった
と推測できる。 
産婆教育や産婆の法的な取り締まりは全国的に
早くから行われていた一方で、北海道において、
母子保健対策が講じられたのは、第二期拓殖計画
時代である昭和２(1927) 年から昭和 21 (1946) 
年であった 5)。しかし、拓殖産婆の実態は各町村
の町史に散見されるのみであり、現状では助産師
教育のテキストや北海道の助産師教育において拓
殖産婆の存在は触れられていない。 
そこで、本研究では、拓殖産婆の実態を明らか
にすることを目的に資料調査を実施した。 
本稿では、資料の分析を通して明らかになった
拓殖産婆制度の内容、配置の背景、および活動の
実態から、拓殖産婆の存在がほとんど知られてい
ない要因について考察し、社会的な影響を受けや
すい助産師の業務のあり方を考える上での示唆を
得る。 
 
Ⅱ．研究目的 
 資料調査により、以下の点を明らかにする。 
１．拓殖産婆制度の内容 
２．拓殖産婆誕生の歴史的背景 
３．昭和２(1927)～昭和 21(1946)年における拓
殖産婆の活動の実態 
 
Ⅲ．研究方法 
拓殖産婆制度、配置の背景、活動の実態を明ら
かにするために、文献・史料調査を行った。資料
調査の期間は、2011 年８月 12 日～2011 年 12 月
14日である。 
 
Ⅳ．分析資料 
１．北海道内の全市町村史 
平成の大合併以前の平成 15 年時点での北方領
土を除く 212市町村を対象とした。 
市町村史は、各市町村の編さん委員会により書
かれており、章立ては市町村により異なっていた。
昭和 40年代が最新号のものもあれば、平成に入り
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改訂版、あるいは続編として新たに発行している
ものもあった。 
道内全市町村 212のうち、産婆に関する記述が
あった市町村史は 108、そのうち拓殖産婆につい
て記述があったのは 38であった。 
産婆に関する内容は、主に「保健・衛生」や「医
療」の章に記述されていたが、病院や医師に関す
る内容はあっても産婆について全く記述のない市
町村史も多数あった。また拓殖産婆が配置された
地域でも市町村史には記述のないものもあった。 
産婆に関する記述内容は、当時の産婆数のみの
ものから、産婆の氏名や所在地、取り上げた子ど
もの数や氏名、活動内容、拓殖産婆として活躍し
た産婆の語りまで、市町村により異なっていた。 
 
２．北海道庁統計書 
明治 19（1886）年から毎年刊行されている北海
道庁統計書から、産婆、妊産婦死亡、死産に関す
る統計データを収集した。 
 
３．北海道廰広報(以後、北海道庁広報と表記する) 
昭和４（1929）年から昭和 21（1926）年に刊行
された北海道庁広報には、拓殖産婆設置地区、就
業届の内容、衛生材料の配布などが記載されてい
た。 
 
４．拓殖産婆補助規程 
 
５．北海道拓殖費予算参考書 
  
Ⅴ．結果・考察 
１．拓殖産婆制度の内容 
拓殖産婆を配置する制度は、昭和２（1927）年、
北海道開拓における第二期拓殖計画時代(1927～
1946)の政策の一環として殖民費の中の移住奨励
費を適用し６）、開始された。 
拓殖産婆は、産婆不足の各市町村の首長が北海
道に申請し、道から年額 500円以内の補助金が交
付されることにより任命された。 
昭和４(1929)年には、拓殖産婆を配置するにあ
たり、拓殖産婆の配置規程や申請方法が定められ
た「拓殖産婆補助規程」７）が北海道庁より発行さ
れた。この規程には、町村長が拓殖産婆を置く必
要があると認めた時に理由書と共に申請すること、
拓殖産婆の補助金は年額 500円以内で月割り交付
されること、拓殖産婆による分娩料・診察料に関
する規程（診察料は 50 銭以内、往診料は１里 50
銭以内、分娩料は５円以内）、携帯すべき器具等に
ついて記されている。また、1935（昭和 10）年の
北海道庁広報８）に、産婆が使用する衛生材料の配
給の追加がなされたことが記されている。 
拓殖産婆として申請できる産婆は、指定学校も
しくは講習所卒業、試験に合格した正規の免許を
所有する産婆であった（表１）。 
拓殖産婆が配置され始めた昭和初期には、様々
な資格背景をもつ産婆がおり、産婆資格の構造は
複雑であった。 
正規の免許を所有する産婆の誕生は、明治 32
（1899）年の産婆規則制定に端を発する。これに
より、産婆登録には産婆試験の合格が必要となっ
た。明治 43（1910）年には産婆規則が改正され、
内務大臣の指定した学校や講習所の卒業者は卒業
証書によって産婆登録できることが加わった。こ
れらの産婆は、新産婆、西洋産婆、近代産婆など
と呼ばれ、西洋医学に基づいた産婆教育を受けた
後、定められた制度に則って試験を受け、合格し
登録され、行政から産婆としての許可を受けたも
のである９）。国家資格を所有する産婆は、分娩体
位を従来の坐産から仰臥位産とし、分娩介助の際
には消毒を行い、脱脂綿を使用し、新生児には点
眼を実施した。仰臥位産にすることによって、産
婆は産婦の会陰裂傷の予防ができるようになった。
また、産婦は昼夜間断なく長時間坐位をとらされ
ることがあったが、仰臥位産にすることで休息が
とれるようになった 10）。 
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表１．産婆資格の変遷 
年号（西暦） 産婆資格の変遷と関連する諸制度 北海道における産婆教育 
明治元（1868） 太政官布達：産婆の売薬世話及び堕胎等の取締方  
明治７（1874） 東京・京都・大阪の３府に医制発布、 
・新たに免状を申請する者に対して「40歳以上で、
婦人小児の解剖生理の大意に通じ、産科医より出す
実験証書（産科医の前で平産 10人、難産 2人を扱い
たるもの）を所持する者を検し免状を与える」 
・従来営業の者は仮免状で、引き続き業を営むこと
が許される。 
京都産婆養成所にて産婆教育開始 
 
明治 10（1877） 東京府病院産婆教授所開設：試験ののち免許状授与  
明治 11（1878） 大阪医学校病院で産婆教育開始 
：修業者には産婆営業の鑑札を出す 
根室支庁：「産婆教授科目」によ
り病院で教授が行われた。 
札幌病院で「産婆教授仮規則」を
定め、産婆教授開始 
明治 12（1879）  函館病院で産婆教授開始 
明治 18（1885） 仮免許の産婆が激増 
(富国強兵の一環として、人的確保の必要があったた
め) 
 
明治 27（1894）  札幌産婆講習所開設 
明治 31（1898）  函館萱場産婆講習所開設 
明治 32（1899） 産婆規則の制定、施行 
産婆試験規則（内務省発令）および産婆名簿登録規
則（内務省令）：1年以上産婆学を修業し、産婆試験
に合格し、産婆登録していないと産婆業務を営むこ
とができない。産婆試験は地方長官が行う。 
 
明治 34（1901） 産婆試験委員設置規定（内務省令）  
明治 37（1904） 新産婆（内務省免許：甲種免許）が進出 
仮免許の産婆（県免許：乙種免許）が老齢化で減少 
 
明治 40（1907）  函館区立病院附属産婆養成所開
設 
明治 42（1909）  網代産婆養成所開設 
明治 43（1910）  萬澤産婆養成所開設 
明治 43（1910） 産婆規則改正 
・指定学校や講習所の卒業者は無試験で産婆名簿に
登録可能となる。 
・新産婆は、分娩体位を坐産から仰臥位産とした。
また消毒はクレゾール液で行い、脱脂綿を使用し、
新生児には２％硝酸銀点眼を実施した。 
 
大正２（1913）  室蘭製鋼所病院附属産婆養成所
開設 
大正 11（1922）  北海道帝国大学医学部附属病院
産婆養成所開設 
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そのほか、この時代には、産婆規則制定以前に
県や道の法令で免許を取得した仮免許または従来
開業の産婆、産婆の乏しい地域において実地の経
験がある場合に免許を与えられ、開業地域が限定
された産婆がいた。 
新北海道史 11）によると、拓殖産婆は昭和２
(1927)年には年間 50人、昭和３(1928)年には年間
55 人、昭和４(1929)年には年間約 60 人、昭和５
(1930)年以降は年間 65 人を目標に拓殖産婆が採
用された。また、北海道庁広報 12）13）14）15）による
と、拓殖産婆を配置した地域は昭和 11(1936)年に
は 74 か所、昭和 12(1937)年には 86 か所、昭和
17(1942)年には 138 か所、 昭和 18(1943)年には
98か所、昭和 19(1944)年には 95か所であった。 
昭和 12(1937)年における正規の産婆数(表２)
は、全国で 53,091人、北海道では 2,269名（指定
学校卒 154名、本免許または試験合格 2,115名）
であり、そのうち拓殖産婆として任命されたのは
年間 86名と、全国の正規産婆数に占める拓殖産婆
数の割合が 0.2％と圧倒的に少なかったことが分
かる。 
拓殖費の内訳は殖民費、森林費、産業費、土地
改良費、道路橋梁費、河川費などであり、昭和
8(1933)年度の予算内訳 16) は拓殖費総額
23,381,148円のうち、殖民費の移住奨励費が拓殖
費総額の 3.2％の 749,848 円で、その中に「補助
産婆 57名分」が含まれていた。拓殖産婆の補助
費は年額 500円以内であったことを考えると予算
額は 37,500円程度であったことが推測され、その
金額は拓殖費全体の 0.1％程度であった。 
 
２．拓殖産婆制度成立以前の北海道の母子保健の
状況 
ここでは、明治末期から昭和初期の拓殖産婆制
度成立以前の北海道の産婆が置かれていた状況
と母子保健の状況について述べる。 
明治 42(1909)年から昭和元(1926)年にかけて
北海道全体の産婆数は増加し、昭和元年以降ほぼ
横ばいで経過している(表２)。 
 
 
表２．北海道の産婆数(出典：北海道庁統計書) 
年次 
 
産婆総数 
(全国) 
 
産婆総数 
(北海道) 
登録別 
指定学校 
卒業 ※ 
本免許又は
試験合格 
仮免許又は
従来開業 
限地開業 
外国学校
卒業 
明治 42年(1909) 27，220 609  259 161 189  
大正 5年(1916)  32，840 1,018  641 172 205  
大正 11年(1922)  37，714 1,510 4 1,154 147 205  
昭和 元年(1926)  44，776 1,832 26 1,491 148 167  
昭和 4年(1929)  48，399 2,076 69 1,736 141 130  
昭和 8年(1933)  58，590 2,236 101 1,920 132 73  
昭和 12年(1937)  61，732 2,432 154 2,115 118 45  
昭和 15年(1940)  61，368 2,073 177 1,825 38 33  
昭和 18年(1943)  34，702 2,286 225 1,988 38 35  
昭和 22年(1947)  67，238 2,524 258 2,014 254 5 
※指定学校もしくは講習所卒業 
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登録別にみると、指定学校もしくは講習所卒業、
試験合格といった正規の免許を所有する産婆数が
増加した。一方で、仮免許又は従来開業、限地開
業といった正規の免許を所有しない産婆は減少し
た。 
人口 1万対産婆数は札幌、旭川といった市部に
は産婆数が多く、檜山、根室地方といった郡部は
市部と比較して産婆数が少ないため、郡部におけ
る産婆不足が推察できる（表３）。また、地域別産
婆一人対面積に示すとおり（表４）、札幌、旭川と
いった市部においては産婆一人あたりが担当する
地域は狭いが、檜山、根室地方の郡部においては
産婆一人あたりが担当する地域が広範囲であった。 
次に、当時の北海道における母子保健の状況を
見てみると、年々、妊産婦死亡率、死産率は低下
している（表５）。 
一方で出生数は明治 42（1909）年から昭和 22
（1947）年までの 38 年間で約２倍以上に増加し
ている。また、人口 1万対産婆数は増加傾向にあ
るが、出生数も漸増しているため、1 人の産婆が
扱う分娩数が多かった。 
開拓地における出産の状況は、いくつかの町史
に残されている。清里町史には「開拓初期の明治
末期から大正時代にかけての母子保健施策は、ま
ことに貧困でほとんど放任状態におかれていた。
医師も産婆もいないこの時期の出産は、経験のあ
る巧者な素人産婆にたのむほかなく、難産ともな
れば手の施しようもなくみすみす死に至るという
こともめずらしくはなかった。昭和９年に保護移
民として（中略）合計 51戸の入植があり、その多
くは若夫婦であったが、産婆がいないため出産に
より死亡するものが続出した」17）とある。また、
遠軽町史には「未開地の常として、素人が産婆の
役を務めるのは普通のことであるが、正しい医学
知識の不足から、処置に多くの欠陥があり、産婦
の産じょく熱や産児のり患の原因になって、出産
時の不幸は相当数に上っていた」18）とある。 
以上のような母子保健状況を改善し、人口を増
やすことは開拓地の発展に必須であった。しかし、
開拓地での生活は厳しく、このような土地で開業
しようという産婆はほとんどいなかったと考えら
れる。また人々は分娩料を支払う余裕が無い状況
にあり、たとえ開業しても産婆として生計を立て
ることが困難であったことも推察される。北海道
北部の焼尻島で、村が給与を支払ってくれる「村
のかかえ産婆」として活躍していた中山サワ氏は、
都市部であれば収入も良く、電気や店もあり、人
力車に乗って出産介助に向かっていたところを、
田舎であればランプを持ち歩いて向かわなければ
ならなかったことを語っている。そして、近隣の
村では費用を出して遠方から産婆を呼びよせても、
手当が良くないと都市部へと去ってしまう状況が
あったと述べており 19）、僻地で産婆を確保するに
は、十分な給与の支払いが必要であったことが分
かる。産婆に対する十分な給与の支払いを、貧し
い町村だけで実施することは難しく、北海道が補
助金を出し、産婆を僻地に配置する政策が必要で
あった。 
前述した清里町では、出産により命を落とす女
性が続出したことに憂慮した、北海道外からの入
植者の日常生活の世話をする移民世話所の人物が
拓殖産婆の設置に奔走し、昭和 11（1936）年に実
現したとある 20）。 
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表３．北海道の地域別人口 1万対産婆数(出典：北海道庁統計書) 
 人口 1万対産婆数 
地域 
年次 
北海道 札幌市 旭川市 檜山地方 根室地方 
昭和 4年(1929) 8.12 15.11 17.15 4.01 4.05 
昭和 8年(1933) 7.78 12.68 10.24 4.53 5.68 
昭和 12年(1937) 7.51 12.02 10.23 5.55 5.50 
昭和 15年(1940) 6.33  8.35  7.08 4.49 4.54 
昭和 18年(1943) 6.84  9.88  8.08 4.90 5.61 
昭和 22年(1947) 6.55  7.87  7.08 記録なし 2.17 
 
表４．北海道の地域別産婆一人対面積(出典：北海道庁統計書) 
 産婆一人対面積 ※㎞２単位 
地域 
年次 
北海道 札幌市 旭川市 檜山地方 根室地方 
昭和 4年(1929) 42.567 0.154 0.154 105.493 570.651 
昭和 8年(1933) 39.880 0.090 0.230 79.140 328.830 
昭和 12年(1937) 36.500 0.100 0.230 66.260 336.870 
昭和 15年(1940) 42.820 0.140 0.350 81.400 363.460 
昭和 18年(1943) 36.503 1.307 0.364 74.978 197.486 
昭和 22年(1947) 37.128 6.062 19.241 記録なし 202.473 
 
表５．北海道の人口 1万対産婆数、妊産婦死亡率(人口 1000対)、死産数、生産数 
(出典：北海道庁統計書) 
年次 人口 1万 
対産婆数 
妊産婦死亡率 
※１ 
生産数 死産数 死産率 
 
明治 42年(1909) 3.97 7.32 59,820 5,010 7.73 
大正 5年(1916) 5.10 6.80 93,053 5,399 5.49 
大正 11年(1922) 6.36 5.60 111,763 5,770 4.91 
昭和 元年(1926) 7.52 6.10 107,790 4,863 4.32 
昭和 4年(1929) 8.12 5.70 107,689 4,856 4.31 
昭和 8年(1933) 7.78 5.74 111,937 4,535 3.89 
昭和 12年(1937) 7.85 4.71 107,531 4,729 4.21 
昭和 15年(1940) 6.33 3.65 107,897 4,500 4.00 
昭和 18年(1943) 記録なし ※2 記録なし ※2 118,626 記録なし ※2 記録なし ※2 
昭和 22年(1947) 記録なし ※2 記録なし ※2 143,372 記録なし ※2 記録なし ※2 
※１ 産褥熱と妊娠及産ニ関スル疾患による死亡率を合算したもの 
※２ 戦中・戦後のため、統計書の記録なし                                                                                                                          
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３．拓殖産婆の活動の実態 
市町村史に記述のあった産婆名は、資料１に示
す。 
 
 
資料１．拓殖産婆名索引―産婆名と出典― 
ア 秋山ユキ  別海町百年史 1441-1447 
阿曽サキ  新広尾町史第 2巻 466-469 
新井つるの 別海町百年史 1441-1447 
石橋光子  別海町百年史 1441-1447 
伊藤ツル  上士幌町史 1014-1016 
稲毛カツ  新広尾町史第 2巻 466-469 
江口貞子   美深町史 686-687 
榎並よ志  下川町史 1218-1219 
榎本トヨノ 留寿都村百年史 715 
遠藤キヨ  別海町百年史 1441-1447 
大岸ナミ児（旧 森次）清里町史 500-501 
太田みよ志 別海町百年史 1441-1447 
岡部加弥代 別海町百年史 1441-1447 
小田中イチノ美深町史 686-687 
小野フジエ 新幌延町史 941 
小野ヨシ  新様似町史 540 
小山田ゑみ 西興部村史 747 
遠軽町百年史 1070    
カ 加藤トシ  美深町史 686-687 
鎌上タマノ 陸別町史 通史編 642-644 
鎌田某   歌登町史 1193-1194 
可児常子  清里町史 500-501 
川原スズ  留寿都村百年史 715 
川股サト  新・大樹町史 247 
日下部恭子 当麻町史 1031-1033 
桑原まつゑ 新幌延町史 941 
近藤長子  西興部村史 747    
サ 斉藤文子  歌登町史 1193-1194 
  斉藤みよし 美深町史 686-687 
坂本トシ＊ 新門別町史下巻 398-403 
桜井トメ  新幌延町史 941 
佐久間某  上士幌町史 1014-1016 
佐々木梅子 白糠町史上巻 1192-1195 
佐藤もえ  日高町史 800 
下川原スエ 別海町百年史 1441-1447 
清水ハナ  上士幌町史 1014-1016 
鈴木フデ  新幌延町史 941 
須藤某   歌登町史 1193-1194 
  品川春子   中頓別町史 405-406 
    関某     佐呂間町百年史 503-605 
タ 高橋スミエ  白滝村史 354 
留寿都村百年史 715 
谷村勝雄   足寄百年史 497 
千葉さい   西興部村史 747 
津田桃代   清里町史 500-501 
土谷ミサ   別海町百年史 1441-1447 
寺嶋マサミ  豊富町史 1057-1059 
              新幌延町史 941 
照本フサエ  新・大樹町史 247 
利口リン   計呂地郷土史第 8章 5節     
ナ 内藤瑞穂   西興部村史 747 
中山サワ＊  朔北の小島に生きて 60-117 
成田良江   上士幌町史 1014-1016 
西村ヤエ   清里町史 500-501  
新田源蔵夫人 別海町百年史 1441-1447 
ハ 蜂須賀シン  上士幌町史 1014-1016 
  馬場セン   別海町百年史 1441-1447 
    馬場ノブ   中標津町史 881-883 
平澤トヨ   白糠町史上巻 1192-1195 
星スイ    足寄百年史 497  
堀口ハツエ  下川町史 1218-1219    
マ 増谷校長夫人 上士幌町史 1014-1016 
  松沢アキ   新幌延町史 941 
  光延すゑの  別海町百年史 1441-1447 
森テフ    遠軽百年史 904-905 
森次ナミ児(現 大岸) 清里町史 500-501  
森脇ミヨ   別海町百年史 1441-1447 
ヤ 安田アサヨ  新・大樹町史 247 
山田怜    足寄百年史 497 
四栗キク   別海町百年史 1441-1447 
横田うた子  上士幌町史 1014-1016 
吉田ミサ   新門別町史 679-680 
         続新冠町史 993 
吉田ミネノ  鹿追町史 1091-1095 
ワ  
名前の下線は 本文中に引用した産婆、＊は拓殖産婆でない産婆 
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拓殖産婆は、悪路の中、広範囲の移動をして往診
していた。昭和 13年、上士幌町に入地した拓殖産
婆の伊藤ツルは「山奥の農家へ行くには自転車で野
を越え、山を越え行かねばならず（中略）特に夜中
うっそうと繁った林の中の細道を歩むのは淋しゅ
うございました。（中略）今日熊がこの辺りに出没
しているとか、そんな話を聞くたびに思わず振り向
くこともありました」21）と厳しい自然環境の中、
広範囲におよぶ活動の苦労を述べている。 
昭和８年に陸別町に入地した鎌上タマノも、
「（お産介助に向かう途中、呼びに来た家の人に）
馬に乗せてもらったら落ちて雪まみれさ。仕方が
ないから馬のあとを歩いたけど、馬の歩幅が大き
くて、踏み跡を歩こうと思っても届かない。太も
もまでの雪こいで、なんぼ歩いても馬が吹雪です
ぐ見えなくなるし…」22）と、当時の出産は自宅で
行うのが一般的であり、雪の深い季節は馬に乗る
ことも出来ず、徒歩での移動で出産の介助に向か
っていたことを述べている。 
別海町の下川原スエは、拓殖産婆欠員のため、
町の約半分の地域を担当しており 23）、このように
拓殖産婆は開拓地である郡部に配置され、道路も
無い広範囲な地域で活動をしていた。 
昭和４年の地域別産婆一人対面積は（表４）、札
幌市と旭川市で 0.154㎢、檜山 105.493㎢、根室
570.651 ㎢であり、郡部ほど活動範囲が広かった
ことが裏付けられる。 
分娩介助の環境も苛酷であった。陸別町の拓殖
産婆である鎌上タマノ 24）は、当時の出産について
「まず冬のお産は大変だったねぇ。火の気のある
部屋なんてまずないし、バラックみたいな家ばか
りだから、私もオーバー着たまんまで、懐中電灯
持って産婦の布団の中にもぐり込んでお産させた
ことも多かったさ。夏のお産もヌカ蚊が草壁のす
き間からいっぱい入ってきて、肌を出している産
婦さんが気の毒だった」とその苦労を述べている。
また、別海町の下川原スエ 25）も「開拓農家で仮眠
する場所も無いほどの貧困家屋での助産」をして
いたことが町史に記されており、厳しい環境下で
分娩介助をしていた。 
拓殖産婆が配置された昭和初期の北海道開拓地
での出産は、お産の方法はしゃがんだままで分娩す
る「座産」が一般的であった。座産は、「畳を上げ、
莚やゴザを敷きその上に藁莚を敷いてボロ布を敷
く」、あるいは「畳をめくって床板に莚かゴザを敷
き、藁を敷いて上に灰むしろ（白糠の糠灰や藁を燃
やした藁灰を木綿の袋に入れたもの）を敷き、油紙
をのせてボロ布を敷く等した」決して清潔とは言え
ない環境で行われていた。出産は多くの場合、婚家
で行われ、姑により産床の準備が行われた 26）27）28）
29）。このような出産状況に対して、上士幌町で昭和
13 年から活動していた伊藤ツルは「私が参りまし
た頃はだいぶん衛生方面に目ざめてきたようでし
たがいざお産となれば畳を起こして莚を敷き藁灰
を造って敷くという、いまから考えると想像もでき
ない事ばかりでした。それですから当時は産室は床
下から寒い風が吹き上げて体によくないと家人を
説得させたたみを敷かせて布団の上でお産をさせ
る始末でした」30）と出産環境を改善させる苦労を
語っている。広尾町で活動した阿曽サキも、「一番
苦労したのは『座産』といって、いまの人には想像
もつかないでしょうが、座ってお産をすることです。
（中略）仰臥の姿勢でお産をすると頭に血がのぼる、
という因習があって、このくせを直すのに 10年以
上もかかりました」31）と語っており、以上のこと
から、拓殖産婆達は、自分達が学んだ衛生的な分娩
介助、つまり消毒を実施した仰臥位での分娩を浸透
させようとしていたことが推察できる。 
昭和初期までは、分娩時に産婆を呼ぶことは少な
く、産婦は近くに住む無資格の出産介助経験者(通
称：取り上げ婆さん）に分娩介助を頼んでいた。地
域によっては、その地で長く活動してきた無資格の
出産介助経験者に歯が立たず、 拓殖産婆が転居し
て産婆が不足した状況があったことや 32）、分娩取
宮本 涼子 他：昭和初期の北海道における拓殖産婆の活動 
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扱料金が「（拓殖産婆は）８円でしたが、無免許の
お産婆さん達は３円から５円であったようです」33）
と拓殖産婆の方が高かったことから、分娩様式の変
更には時間を要したと考えられる。上士幌町では、
警察による無資格の出産介助経験者一掃の動きに
より、昭和 15年頃からようやく免許を持つ拓殖産
婆らの活動が盛んになったことが町史に記されて
いる 34）。このような社会的背景も手伝って、少し
ずつ衛生的な出産が浸透してきたと考えられる。こ
のことは、昭和 10（1935）年の北海道庁広報 35）に、
助産衛生材料の追加配給について掲載されている
ことにも裏付けられる。現代は、フリースタイル分
娩が謳われており、座位で出産することの有効性が
認められていることからも、 仰臥位への姿勢の変
更に関しては出産する女性にとって大きな効果が
あったわけではないと考える。しかし、拓殖産婆が
当時学んだ衛生的な分娩介助を浸透させ、 感染防
止に努めたという点に関しては、 出産後の女性の
健康に大きな貢献を果たしたと考える。 
また、昭和初期頃までは、出産後に臥位で過ごす
と産後の肥立ちが悪くなるという言い伝えがあり、
出産後に腹帯をきつく巻き、７日間は座ったまま過
ごすことが必要とされていたと市町村史に記され
ている 36）37）38）。食事も産後一週間程度、粥か炊き
たての飯にお湯をかけたものと、味噌や塩くらいで、
魚などの副食物は血にさわるといって食べること
が出来なかった。一週間も低栄養かつ座位で過ごし
続けるという、産後の身体に大きな負担を強いる習
慣を、根気よく改善していったことも、母子の命を
救うことにつながっていたと推測する。 
さらに、開拓地に暮らす人々の生活は苦しく、分
娩料の未払いは日常であった。広尾町の阿曽サキは
分娩料の支払いについて「助産料は分娩五円、往診
料は一里一円、診察料 50銭のきまりでした。五円
とか一円くらいというけれど、その時代では大金で
満足に払える家は少なく、年の暮に麦を五升とか、
豆を三升とか届けてくれるのは良い方でした」39）
と規程通りの支払いがされない状況を述べている。 
往診料や分娩料を徴収できないだけでなく「着
せるものも無く焚き物もない中で、臼を割っては
お湯を沸かし、生まれた子供を醤油樽で洗い、私
の襦袢を脱ぎお腰を着せて帰りました」40）という
状況や、「取り上げた多くの産婦の中には食べるも
のもないという悲惨な家もあったが、このような
時、夫や家人に内緒で米やみそ、衣類などを持ち
出し、取り上げ料も貰わずに面倒をみてあげたこ
とも一度や二度ではなかった」41）という状況も
多々あった。 
その一方で「給料は支庁から三十円、村役場か
ら家賃補助として十五円、教員の給料は四十円、
巡査も四十円でしたから良い方でした」42）と拓殖
産婆として行政から給料をもらっていたことも述
べており、貧しい住人から分娩料を徴収できない
どころか、持ち出しによる産婆活動は、行政から
の給料があってこそ成り立っていたと考える。 
拓殖産婆が活動していた僻地には、異常時にす
ぐ駆け付けられる医師は存在せず、母子ともに安
全に出産させるには正しい医学知識に基づいた正
確な診断が必須であった。異常を早期に発見し早
期に離れた地にいる医師につなぐだけでなく、予
測できない事態が起こった時には本来は医師が扱
うような異常分娩にも対処する必要があった。当
時、開拓地で助産業務にあたっていた産婆は、呼
んでも医者はきてくれず、かといってみすみす死
ぬのを見ているわけにもいかず、度胸良くできる
ことは何でもしてみざるを得なかったことを語っ
ており 43）、持ちうる知識を総動員し、全力で母子
の命を救っていたことが推測できる。 
無医村では、拓殖産婆は出産だけでなく医師の
代わりとしても人々の相談にのる重要な存在であ
った。白糠町の拓殖産婆佐々木梅子について「ち
ょうど医師不在の時期であっただけに、部落の農
民からは灯のように慕われ、心の頼りとされた。
拓殖産婆が医師の空白をうづめる好例であった」
44）と町史に記されている。標茶町史にも「専ら医
者代わりとして頼りにされたのは拓殖産婆や開拓
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保健婦であった」45）との記述がある。また、夕張
市史には「拓殖産婆として、地域の保健衛生に果
たした功績は多く、医師と同数配置されて広大な
開拓農村その他を巡回し、保健衛生や育児指導に
活動した」46）と記されていることからも、当時の
産婆は、出産だけでなく地域の人々の健康を守る
存在であったと考える。 
 
４．拓殖産婆制度がもつ制度上の課題 
拓殖産婆が開拓地で大きな貢献を果たしたこと
が資料を通して明らかになったが、拓殖産婆の存
在はこれまでほとんど知られていなかった。その
理由について、以下の４点から考察する。 
第一に、地域の人々にとって産婆も拓殖産婆も
同じ「産婆」であったため、その活躍が「産婆」
の活躍として語り継がれたことが一因であると考
える。拓殖産婆は政策により存在し、産婆との違
いは道から補助金が交付されるかどうかの一点で
あった。そのため地域住民にとって、両者の違い
が分かりにくく、どちらも同じ産婆としての役割
を担ってくれる存在であったと考えられる。拓殖
産婆への補助金は、道から直接渡されるのではな
く、拓殖産婆の配置を申請した町村を経由して本
人へ交付されていた。補助金の交付が決まった際
に配置された者は「拓殖産婆」として任命を受け
たことが明確である。しかし、先に町村の予算で
招聘されていた後に、拓殖産婆の制度を利用し道
より補助金を受けた場合は、拓殖産婆として任命
されても町村の産婆として地域住民も産婆自身も
認識することが推察できる。市町村史や手記の中
には「村産婆」という表現が多くあった。中には
拓殖産婆としての道からの補助金に町村が上乗せ
して支給している町村もあり、補助金を支給され
る産婆にとっては「村」や「町」から給与をもら
っているという意識が強かったと考える。 
第二に、拓殖産婆の活躍の場は郡部であり、僻
地の限られた人々を対象にしたものであったこと
も「拓殖産婆」と「産婆」の違いが分かりにくい
要因であったと考える。拓殖産婆のいる地域であ
っても、「拓殖医・拓殖産婆住宅」の看板がある住
宅が整備されていないと、全ての地域住民にわか
る存在ではなかったことが推測できる。拓殖産婆
に任命される産婆は正規の免許を持つ者であった
が、昭和 12（1937）年における全国の正規の産婆
数（表２）に占める拓殖産婆数の割合は 0.2％で
あった。このことから、全国的にはもちろん北海
道内でもその活動が知られにくい存在であったと
考える。今回の北海道内 212市町村史の調査後に
改訂出版された市町村史によると、「拓殖産婆」の
活動に関する記述は「産婆」の記述に変わってい
るものもあった。拓殖産婆が誕生して 80年以上経
過しており、時代と共に「拓殖産婆」の存在は「産
婆」に集約されてきたことが推察できる。 
拓殖産婆は北海道が必要性を判断して産婆不足
の開拓地に配置するのではなく、産婆を必要とし
ている町村が北海道に申請して配置された。つま
り拓殖産婆を導入するかどうかは、町村の判断に
委ねられており全道的な政策ではなかったことも
一因と考えられる。そして、国策として力を入れ
ていたのは、開拓地での生活を成り立たせるため
に必須である産業の発展であり、住環境の整備で
あったと考えられる。拓殖産婆の配置は第二期拓
殖計画の一つとして実施され、その費用は「殖民
費」のなかの「移住奨励」にかかる費用として支
出されていた 47）。昭和 8年度の拓殖費総額の予算
内訳 48）から、拓殖産婆の補助費は拓殖費全体の
0.1％程度とごくわずかであったと考える。また、
各市町村史の記載内容は、道路整備や産業につい
て多く記載されており、町村がどのように発展し
てきたかその歴史が詳しく残されているが、保健
衛生についての記載はわずかであった。市町村の
開拓とその発展の中心は産業や住環境の発展であ
り、地域住民の健康に対する関心は低かったこと
が推察できる。 
拓殖産婆制度は、第一次世界大戦終結後の大き
な社会変動期である昭和２(1927)年から第二次世
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界大戦敗戦によって国体が大きく変容する昭和
21（1946）年までの、わずか 20年間の政策であっ
た。拓殖産婆制度の実態がほとんど知られないま
ま現代に至った背景として、短い期間に限定され
た政策であり、地方自治体の対応が、国家政策の
変化や社会・経済情勢に大きな影響を受ける補助
金による事業であったことが考えられる。拓殖産
婆配置開始 10 年後の昭和 12（1937）年には日中
戦争が勃発し、国は富国強兵策として人口増加に
力を注いでいたが、昭和 20（1945）年に敗戦した
後は、人口抑制策として受胎調節に力を入れ始め
た。こういった時代背景から考えても、拓殖産婆
制度は補助金の確保自体が困難な、不安定な政策
であったことが推測できる。また、社会情勢に左
右されやすい補助金による事業は継続しにくいと
いう点は、今後の医療政策への視点につながるこ
とも考えるべきである。拓殖産婆が配置された地
域ではその恩恵に預かり沢山の命が救われたが、
実際の配置数からみると広い北海道の全地域に拓
殖産婆が配置されていたとは考えにくく、制度を
うまく活用できなかった地域や希望しても配置さ
れなかった地域もあったと考える。産婆不足の各
市町村の首長が北海道に申請して拓殖産婆が配置
される方法からも、その当時のすべての人々に平
等に活用できた存在ではなかったことが推察でき
る。 
 
５．今後の助産業務への示唆 
拓殖産婆は設置から 20 年経たずに幕を閉じた
短期間の政策であったが、開拓地の母子の命を救
った活動から学ぶことは大きい。産婆も医師も不
足する開拓地において地域住民と暮らしを共にし、
地域住民の健康を支えてきた拓殖産婆の活動は、
当時の地域社会に大きな貢献を果たした。拓殖産
婆自身も僻地で苦しい生活をしながら、全身全霊
で母子を支え続けたその精神と活動内容は、後世
に引き継がれるべきものである。ところが、拓殖
産婆の歴史はこれまでほとんど知られていなかっ
た。どのような歴史背景の中で助産師が実践した
ことが見えなくなってしまうのか、その要因に着
目し、歴史的過程を明らかにすることは、社会的
な影響を受けやすい助産師の業務のあり方を考え
る上で重要であると考える。 
産婆が地域に密着して扱ってきた分娩は、戦後
の施設化の方針から、医師主導の施設分娩となり、
助産師の存在は自然と影を潜めていた。現代は産
科医の減少が指摘され、再び助産師への期待が高
まっている。地域住民の結びつきや支え合いの重
要性が謳われる一方で、地域との関係性が希薄な
現代において、拓殖産婆の活動をそのまま現代の
助産師の活動にあてはめることは困難である。し
かし、拓殖産婆が構築した地域住民との信頼関係
や地道な取り組みは、現代の助産師活動に生かす
ことができると考える。このような信頼関係や地
道な取り組みが個人の健康のみならず、地域社会
全体の健康につながることを理解しながら、助産
師は主体的に活動していく必要がある。その活動
のためには、助産師の質と量の確保が必要と考え
る。 
 
Ⅵ．結論 
拓殖産婆配置政策は、昭和２（1927）年～昭和
21（1946）年に行われ、拓殖産婆は正規の免許を
所有した産婆に申請資格があり、産婆不足の開拓
地の首長が申請し、任命を受けた産婆が北海道か
ら補助金を受けて開拓地での助産業務に従事して
いたという実態が明らかになった。また、拓殖産
婆と産婆の違いは、北海道から補助金を受けてい
るか否かの一点であり、人々から産婆の背景・立
場は区別されにくい存在であった。拓殖産婆が配
置されたのは、道路の整備されていない僻地であ
り、担当する範囲は広大で移動手段は徒歩や馬で
あった。そして、衣食住が整っていない生活の苦
しい人々を対象にし、出産環境の改善と衛生的な
出産介助を行い、母子の健康を担っていた。 
しかし、今回明らかにした活動内容は、主に市
天使大学 紀要 Vol.13 No.1 2012 
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町村史に取り上げられた内容に基づいているため、
今後は拓殖産婆として活躍した人物に焦点を当て、
その活動内容をより具体的に調査していきたいと
考える。 
 本研究は、2011年度天使大学特別研究助成を受
けて行われた。 
 研究課題名「拓殖産婆の活動―北海道の地域特
性・社会的背景との関連」 
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